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５
月
31
日
（
日
）、
東
京
都
医

師
会
館
に
お
い
て
「
２
０
２
６
年

世
界
禁
煙
デ
ー
イ
ベ
ン
ト
」
が
会

場
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形

式
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
日
は
世

界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
定
め

る
世
界
禁
煙
デ
ー
に
あ
た
り
、
更

に
そ
の
日
か
ら
の
１
週
間
（
５
月

31
日
〜
６
月
６
日
）
を
厚
生
労
働

省
は
禁
煙
週
間
に
定
め
て
い
る
。

東
京
都
医
師
会
で
は
そ
の
普
及
・

啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
世

界
禁
煙
デ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
全
国

健
康
保
険
協
会
東
京
支
部
と
の
共

催
で
行
っ
た
。

ま
た
東
京
都
で
は
、
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
、
東
京
都
庁
第
一
本
庁

舎
な
ど
の
都
内
施
設

が
、
受
動
喫
煙
防
止

の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー

で
あ
る
イ
エ
ロ
ー
グ

リ
ー
ン
（
黄
緑
色
）

に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
。
東
京
都
医
師

会
館
で
も
イ
エ
ロ
ー

グ
リ
ー
ン
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
当

日
は
来
場
者
に
「
Ｃ
ｌ
ｅ
ａ
ｎ

Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
」
の
文
字
が
記
載
さ

れ
た
イ
エ
ロ
ー
グ
リ
ー
ン
の
リ
ボ

ン
バ
ッ
ジ
が
配
布
さ
れ
、
禁
煙
お

よ
び
受
動
喫
煙
防
止
の
普
及
・
啓

発
が
図
ら
れ
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
本
会
の
尾
﨑

治
夫
会
長
、
全
国
健

康
保
険
協
会
東
京
支

部
の
柴
田
潤
一
郎
支

部
長
が
挨
拶
を
し
、

続
い
て
小
池
百
合
子

東
京
都
知
事
よ
り
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

よ
る
挨
拶
が
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
講
演

に
移
り
、
講
演
１
で
は
、
東
京
都

保
健
医
療
局
保
健
政
策
部
の
池
川

司
健
康
推
進
事
業
調
整
担
当
課
長

よ
り
「
喫
煙
の
健
康
影
響
防
止
等

に
関
す
る
東
京
都
の
取
組
に
つ
い

て
」
の
講
演
が
あ
っ
た
。
講
演
２

で
は
、
中
央
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

村
松
弘
康
院
長
よ
り
「
平
穏
な
生

活
を
続
け
る
た
め
に
〜
ご
家
族
を

守
る
た
め
の
卒
煙
〜
」
の
講
演
が

あ
り
、
加
熱
式
タ
バ
コ
で
も
健
康

被
害
が
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ

た
。
更
に
講
演
３
で
は
、
全
国
健

康
保
険
協
会
東
京
支
部
の
町
田
恵

子
保
健
部
長
よ
り
「
中
小
企
業
に

お
け
る
喫
煙
の
現
状
及
び
対
策
に

つ
い
て
（
全
国
健
康
保
険
協
会

デ
ー
タ
よ
り
）」
と
し
て
講
演
が

あ
っ
た
。
講
演
４
で
は
、
日
の
丸

交
通
株
式
会
社
の
生
盛
知
子
顧
問

よ
り
「
健
康
な
く
し
て
安
全
な
し

〜
タ
バ
コ
を
止
め
ら
れ
な
い
社
員

に
寄
り
添
う
〜
」と
い
う
演
題
で
、

社
長
自
ら
が
率
先
し
て
取
り
組
む

会
社
に
お
け
る
具
体
的
な
禁
煙
活

動
の
現
状
の
講
演
が
あ
っ
た
。
最

後
に
、
本
会
タ
バ
コ
対
策
委
員
会

の
池
上
晴
彦
委
員
長
よ
り
閉
会
の

挨
拶
が
行
わ
れ
た
。
い
ず
れ
も
最

新
の
情
報
に
基
づ
く
大
変
有
意
義

な
講
演
で
あ
り
、
本
イ
ベ
ン
ト
が

禁
煙
お
よ
び
受
動
喫
煙
防
止
の
普

及
・
啓
発
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

2026年世界禁煙デーイベント
禁
煙
・受
動
喫
煙
防
止
の
普
及・啓
発
に
向
け
て

世界禁煙デーポスター

尾﨑会長

柴田支部長

会場の様子「Clean Tokyo」バッジ

～東京の空気が一番、
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　東京都医師会では「東京都医師会医学研究賞」「東京都医師会グループ医学賞」を設
けております。令和8年度も募集を行いますので、所属の地区医師会へ要綱等をご
確認のうえご応募ください。
■医学研究賞
表　　彰：�医学研究賞・若干名（助成費各100万円）、奨励賞・若干名（助成費各30万円）

＊研究賞以外の優秀な原著論文を発表した筆頭著者に対し奨励賞を贈る　
＊�臨床医学（社会医学を含む）分野および基礎医学（臨床への貢献が期待されるもの）分
野の応募数を勘案して選出する

応募資格：東京都医師会員であること。＊令和3年度から令和7年度の本賞受賞者を除く
対　　象：�臨床医学（社会医学を含む）、基礎医学（臨床への貢献が期待されるもの）

の分野において優れた原著論文を発表した筆頭著者、またはequally 
contributed author（複数筆頭著者）。原著論文は令和7年度（令和7年
4月1日～令和8年3月31日）発行の学術雑誌に発表されたもの。
＊1人につき1論文とする　＊発表年月は冊子体のものを適用とするが、オンライン掲
載のみの場合はこの限りではない　＊応募者は共著者の承諾を得ること　＊同一研究
によるグループ医学賞との重複応募は不可とする

応募方法：�候補者調書に原著論文一篇を添付のうえ、所属地区医師会経由で提出する。

■グループ医学賞
表　　彰：1～2グループ（助成費各100万円）
応募資格：�東京都医師会員が所属するグループ。但し、代表者は本会会員であること。
　　　　　　＊令和3年度から令和7年度の本賞受賞グループを除く

対　　象：�地域において臨床・社会医学の研究あるいは医療の実践に優れた業績を
あげたグループ。

　　　　　　＊対象外　①大学間のみでの共同研究　②委託事業
　　　　　　＊同一研究による医学研究賞との重複応募は不可とする
応募方法：�応募用紙にグループ研究・社会医学活動の内容を証明し得る資料を添付

のうえ、代表者の所属地区医師会経由で提出する。

◯表彰式・執筆等
　�両賞受賞者には、表彰式において表彰するとともに、東京都医師会雑誌に受賞内
容の概要をご執筆いただきます。
◯受付期間　　　　令和8年9月1日（火）～9月30日（水）（東京都医師会必着）
◯お問い合わせ先　東京都医師会　広報学術課　TEL：03-3294-8821（代）

東京都医師会「医学研究賞」「グループ医学賞」募集

知ってますか？

世界初の“注射を使わない”アドレナリ

ン点鼻薬で、アナフィラキシー発現時に

鼻から迅速投与できる新しい治療手段。

体重30kg未満は1mg、30kg以上は2mg

を鼻腔内に投与し、血中濃度は注射製

剤と同等。痛みがなく操作も簡便で、エ

ピペンの代替・補助として期待される。

使用後は必ず医療機関を受診する必要

がある。

ネフィー

２
０
２
６
年
に
入
り
、
麻
し
ん

が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
。
特
に

都
内
で
は
過
去
10
年
で
最
多
の
流

行
と
な
っ
て
い
る
。
年
初
は
海
外

か
ら
の
持
ち
込
み
に
端
を
発
し
、

３
月
に
は
飲
食
店
、
４
月
に
は
小

学
校
で
の
集
団
感
染
が
報
告
さ

れ
、
改
め
て
麻
し
ん
の
感
染
力
の

脅
威
を
身
に
沁
み
て
感
じ
て
い

る
。
同
時
に
、
麻
し
ん
感
染
に
関

し
て
は
、
予
防
接
種
で
の
予
防
が

非
常
に
重
要
で
あ
り
、
昨
今
の
Ｍ

Ｒ
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
低
下
に
強

い
懸
念
を
抱
い
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、「
麻
し
ん
」
は
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
集
団

免
疫
を
獲
得
し
、
公
衆
衛
生
上
撲

滅
で
き
る
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
し

て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
排
除
に
向
け
て
力

を
注
い
で
き
た
。
日
本
も
２
０
１

５
年
に
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
よ
り
麻
し
ん
の

排
除
状
態
の
認
定
を
受
け
、
土
着

株
の
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
を
封
じ
込

め
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
排

除
状
態
を
堅
持
す
る
に
は
予
防
接

種
率
を
95
％
以
上
に
維
持
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
昨
今
第
１
期

（
１
歳
）
お
よ
び
第
２
期
（
小
学

校
入
学
前
１
年
間
）
の
接
種
率
は

そ
れ
を
下
回
っ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

今
年
の
流
行
を
契
機
に
、
東
京

都
お
よ
び
東
京
商
工
会
議
所
、
東

京
都
医
師
会
の
合
同
で
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
重
要
性
を
含
ん
だ
啓
発
動

画
を
作
成
し
、
広
く
周
知
を
お
願

い
し
た
。
新
宿
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー（
都
庁
内
）で
も
放
映
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
接
種
率
の
向
上

に
寄
与
し
う
る
フ
ラ
イ
ヤ
ー
を
東

京
小
児
科
医
会
が
作
成
し
た
こ
と

に
つ
い
て
、
地
区
医
師
会
へ
周
知

し
た
。
効
果
判
定
に
は
時
間
を
要

す
る
が
、
東
京
都
医
師
会
は
少
し

で
も
都
民
を
守
る
施
策
を
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

一
方
で
、
麻
し
ん
が
排
除
状
態

と
な
っ
た
今
、
医
療
従
事
者
に
も

麻
し
ん
を
診
断
、
診
察
を
し
た
こ

と
が
な
い
と
い
う
医
師
が
多
い
。

医
学
書
で
し
か
麻
し
ん
の
発
疹
を

見
た
こ
と
が
な
い
た
め
、
診
断
が

遅
れ
る
理
由
の
１
つ
に
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
輸
入
感
染
症
が
世
界
中

か
ら
国
内
に
入
っ
て
く
る
現
状
で

は
、
常
に
世
界
の
感
染
症
の
状
況

を
考
慮
し
な
が
ら
診
察
す
る
必
要

が
あ
る
。

５
月
２
日
、
南
大
西
洋
上
の
ク

ル
ー
ズ
船
内
で
確
認
さ
れ
た
ハ
ン

タ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
集
団
感
染
の

報
告
が
あ
っ
た
。
５
月
17
日
に
は

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
と
ウ
ガ
ン
ダ

で
感
染
拡
大
の
エ
ボ
ラ
出
血
熱
に

つ
い
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
「
国
際
的
に

懸
念
さ
れ
る
公
衆
衛
生
上
の
緊
急

事
態
」に
該
当
す
る
と
宣
言
し
た
。

遠
い
国
の
話
で
は
な
く
、
ま
さ
に

容
易
に
輸
入
感
染
症
に
な
り
う
る

こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
行
政
や
関
係

機
関
と
も
密
に
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
感
染
拡
大
の
防
止
に
全
力
を

注
い
で
い
き
た
い
。
医
師
会
員
の

皆
様
に
お
い
て
も
、正
し
く
恐
れ
、

正
し
く
予
防
し
、
正
し
く
啓
発
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し

た
い
。�

（
首
里
京
子
）

今
こ
そ
、行
政
と
よ
り
一
層
連
携
を
深
め
、

感
染
症
を
食
い
止
め
る
流
れ
を
医
師
会
員
と
共
に

２
０
２
６
年
の

麻
し
ん
流
行
を
考
え
る

地 区 医 師 会 長
連絡協議会報告

令和8年6月19日（金）

（
２
）
令
和
８
年
度
麻
し
ん
含
有

ワ
ク
チ
ン
緊
急
接
種
事
業
に
つ

い
て

　

保
健
所
の
要
請
に
基
づ
き
、
Ｍ

Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
緊
急
接
種
を
実
施

す
る
医
療
機
関
を
拡
大
す
る
に
あ

た
り
、
協
力
い
た
だ
け
る
医
療
機

関
を
各
地
区
医
師
会
（
千
代
田
区

～
国
分
寺
市
）か
ら
２
施
設
程
度
、

推
薦
い
た
だ
き
た
い
。
東
京
都
保

健
医
療
局
か
ら
本
事
業
の
概
要
を

説
明
い
た
だ
い
た
。

（
３
）「
令
和
８
年
度 

生
活
習
慣

病
講
習
会
」
の
開
催
に
つ
い
て

　

本
講
習
会
を
７
月
４
日
（
土
）

午
後
３
時
よ
り
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形

式
に
て
開
催
す
る
。
先
生
方
を
は

じ
め
、
医
療
従
事
者
の
方
々
に
参

加
い
た
だ
き
た
く
、
周
知
を
お
願

い
し
た
。

（
４
）
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー
一
時

移
転
計
画
に
つ
い
て
（
第
２
報
）

　

地
区
医
師
会
か
ら
派
遣
い
た
だ

い
て
い
る
相
談
医
の
協
力
で
運
営

し
て
い
る
「
東
京
消
防
庁
救
急
相

談
セ
ン
タ
ー
」
が
、
令
和
８
年
12

月
か
ら
約
７
年
間
、
晴
海
の
臨
港

消
防
署
へ
一
時
移
転
す
る
計
画
に

つ
い
て
は
、
令
和
７
年
11
月
の
会

長
会
に
て
説
明
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
移
転
ま
で
半
年
に
迫
り
、
交

通
手
段
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と

も
に
、
移
転
後
の
引
き
続
き
の
協

力
を
依
頼
し
た
。

（
５
）「
在
宅
療
養
体
制
支
援
医
療

機
関
緊
急
整
備
事
業
」お
よ
び「
区

市
町
村
在
宅
療
養
推
進
事
業
」
に

つ
い
て

　

東
京
都
で
は
「
在
宅
療
養
に
お

い
て
積
極
的
役
割
を
担
う
医
療
機

関
」
を
対
象
に
、
地
域
の
在
宅
療

養
体
制
の
構
築
促
進
を
目
的
と
し

た
「
在
宅
療
養
体
制
支
援
医
療
機

関
緊
急
整
備
事
業
」
を
令
和
８
年

度
よ
り
新
た
に
実
施
す
る
。ま
た
、

「
東
京
都
在
宅
医
療
推
進
強
化
事

業
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年
度

か
ら
「
区
市
町
村
在
宅
療
養
推
進

事
業
」
の
新
規
事
業
と
し
て
継
続

さ
れ
る
の
で
ご
案
内
し
た
。

◎
地
区
医
師
会
か
ら
の
報
告

（
１
）
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

①
港
区
医
師
会
と
港
区
と
の
基
本

協
定
の
締
結
に
つ
い
て

�
（
港
区
医
師
会
）

（
２
）
城
東
ブ
ロ
ッ
ク

①
１
か
月
児
健
康
診
査
お
よ
び
産

婦
健
康
診
査
に
つ
い
て

�

（
葛
飾
区
医
師
会
）

（
３
）
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

（
４
）
城
南
ブ
ロ
ッ
ク

（
５
）
城
北
ブ
ロ
ッ
ク

①
第
28
回
板
橋
区
医
師
会
医
学
会

誌
に
つ
い
て�

（
板
橋
区
医
師
会
）

（
６
）
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

①
八
王
子
市
医
師
会
災
害
時
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
に
つ
い
て

�

（
八
王
子
市
医
師
会
）

②
「
２
０
２
６
医
療
・
介
護
フ
ェ

ス
」
に
つ
い
て�（
立
川
市
医
師
会
）

（
７
）
大
学
ブ
ロ
ッ
ク

◎
出
席
者
に
よ
る
意
見
交
換

◎
そ
の
他

①
第
１
６
３
回
日
本
医
師
会
臨
時

代
議
員
会
に
お
け
る
代
表
質
問
に

つ
い
て

◎
都
医
か
ら
の
伝
達
事
項

（
１
）
東
京
都
産
業
企
業
医
師
会

（
仮
称
）
に
つ
い
て

　

地
区
医
師
会
に
回
答
い
た
だ
い

た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
報
告
し

た
。
ま
た
、
東
京
科
学
大
学
医
学

部
臨
床
教
授
の
加
藤
浩
晃
氏
に

本
構
想
の
概
要
を
説
明
い
た
だ

い
た
。

都
医
ニ
ュ
ー
ス
２
号（
昭
和
36
年
２
月
発
行
）を

お
持
ち
の
方
は
ご
一
報
く
だ
さ
い

東
京
都
医
師
会 

広
報
学
術
課�

☎
０
３-
３
２
９
４-

８
８
２
１



3 令和8年7月15日 都 医 ニュース 第725号

中
央
区
日
本
橋
エ
リ
ア
に
は

19
社
の
神
社
が
存
在
し
ま
す
。

日
本
橋
エ
リ
ア
の
シ
ン
ボ
ル
と

い
え
ば
「
日
本
橋
」
で
す
。
慶

長
８
（
１
６
０
３
）
年
、
江
戸

幕
府
開
府
と
同
時
に
徳
川
家
康

に
よ
っ
て
架
け
ら
れ
、
翌
年
に

は
五
街
道
の
起
点
と
し
て
定
め

ら
れ
、
や
が
て
日
本
経
済
・
商

業
・
金
融
・
物
流
・
娯
楽
の
中

心
地
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
そ

の
日
本
橋
か
ら
徒
歩
５
分
程
度

の
ビ
ル
と
ビ
ル
の
間
に
あ
る
参

道
を
通
る
と
、
高
層
ビ
ル
の
谷

間
に
大
き
な
朱
色
の
鳥
居
が
見

え
ま
す
。
そ
れ
が
今
回
ご
紹
介

す
る
福
徳
神
社
で
す
。

福
徳
神
社
（
芽
吹
稲
荷
）
は
、

平
安
時
代
の
貞
観
年
間
（
８
５

９
〜
８
７
７
年
）
に
は
既
に
鎮

座
し
て
い
た
と
云
わ
れ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
徳
川

家
康
も
参
詣
し
た

と
さ
れ
、
２
代
将

軍
秀
忠
が
参
拝
し

た
と
き
に
、
鳥
居

に
使
わ
れ
て
い
た

ク
ヌ
ギ
の
木
か
ら

芽
吹
き
を
見
つ
け

「
芽
吹
稲
荷
」
と

名
付
け
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の

故
事
か
ら
「
こ
と

は
じ
め
」
に
ご
利

益
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
江
戸
時
代
に
最
高
額
３

０
０
両
と
い
う
高
額
な
富
く
じ

（
現
代
で
い
う
宝
く
じ
）
の
販

売
が
許
さ
れ
て
い
た
数
少
な
い

神
社
で
、
そ
の
こ
と
か
ら
高
額

当
選
を
願
う
人
々
が
お
参
り
に

訪
れ
、
金
運
の
ご
利
益
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
宝
く
じ
だ

け
で
な
く
、
入
手
困
難
な
ラ
イ

ブ
チ
ケ
ッ
ト
の
当
選
を
願
う
人

の
参
拝
も
多
く
、「
推
し
活
」

の
聖
地
と
し
て
フ
ァ
ン
の
間
で

は
大
人
気
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

で
す
。
有
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
コ
ン
サ
ー
ト
前
に
は
大
行
列

が
で
き
る
こ
と
も
よ
く
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
金
運
を
上
げ
に

福
徳
神
社
を
訪
れ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

（
日
本
橋
医
師
会　

浜
由
起
子
）

219

東
京
か
ら
見
え
た
、

十
勝
で
果
た
す
役
割

令
和
７
年
度
東
京
都
医
師
会

医
学
生
懸
賞
論
文
プ
ラ
タ
ナ
ス
大
賞
優
秀
賞
受
賞
者

帝
京
大
学
医
学
部
医
学
科
６
年

  

長
南
温
郎

私
は
北
海
道
十
勝
出
身
で
あ

る
。
小
豆
や
乳
製
品
、
広
大
な
畑

や
牧
場
な
ど
で
ご
存
じ
の
方
も
い

る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
に
は
学

校
や
小
売
店
、
医
療
機
関
ま
で
の

距
離
、
雪
道
の
移
動
な
ど
、
都
市

部
と
は
全
く
異
な
る
生
活
条
件
が

あ
る
。
厳
し
い
自
然
条
件
の
中
で

開
拓
し
、
日
本
の
食
料
供
給
を
支

え
る
産
業
を
育
て
て
き
た
背
景
に

は
、
自
分
た
ち
の
地
域
を
自
ら
支

え
よ
う
と
す
る
気
風
が
あ
る
。
か

つ
て
「
十
勝
モ
ン
ロ
ー
主
義
」
と

も
呼
ば
れ
た
地
域
性
は
、
限
ら
れ

た
条
件
の
中
で
地
域
を
守
ろ
う
と

し
て
き
た
自
律
の
精
神
な
の
で

あ
る
。

進
学
を
機
に
上
京
し
て
５
年
が

経
っ
た
。
東
京
は
あ
ら
ゆ
る
選
択

肢
に
富
ん
で
お
り
、
本
当
に
魅
力

的
な
街
で
あ
る
。
将
来
の
キ
ャ
リ

ア
や
生
活
、
子
育
て
ま
で
見
据
え

た
時
、
都
市
圏
に
身
を
置
く
こ
と

に
は
大
き
な
安
心
感
が
あ
る
。
幸

い
に
も
、
私
は
良
い
指
導
環
境
に

恵
ま
れ
た
。
卒
後
は
地
元
へ
戻
る

つ
も
り
で
い
た
が
、
臨
床
と
研
究

の
双
方
に
取
り
組
み
な
が
ら
専
門

性
を
深
め
て
い
く
都
市
部
で
の
医

師
生
活
に
強
い
憧
れ
を
抱
く
よ
う

に
な
っ
た
。

厚
生
労
働
省
が
実
施
し
た
臨
床

研
修
修
了
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

よ
る
と
、
県
外
出
身
者
が
「
臨
床

研
修
修
了
後
に
卒
業
大
学
所
在
地

で
の
勤
務
を
希
望
す
る
」割
合
は
、

大
都
市
部
で
半
数
を
超
え
る
一

方
、
地
方
で
は
２
割
以
下
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
地
方
出

身
者
の
立
場
か
ら
、
若
い
医
師
が

都
市
部
に
惹
か
れ
る
理
由
は
よ
く

分
か
る
。

近
年
の
政
策
資
料
か
ら
は
、
社

会
が
地
域
医
療
の
担
い
手
を
求
め

る
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感
じ
る
。

令
和
８
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
基

本
方
針
で
は
、
病
院
の
中
で
「
治

す
」
だ
け
で
な
く
、
在
宅
医
療
や

介
護
と
の
連
携
を
含
め
た「
治
し
、

支
え
る
医
療
」
が
重
視
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、医
師
偏
在
対
策
で
は
、

外
来
医
師
が
過
度
に
集
中
す
る
地

域
で
の
新
規
開
業
に
対
し
、
地
域

で
不
足
す
る
医
療
機
能
へ
の
協
力

を
求
め
る
旨
が
示
さ
れ
て
い
る
。

限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
地
域
で

必
要
と
さ
れ
る
機
能
へ
ど
う
結

び
つ
け
る
か
、
地
方
か
ら
出
て
き

た
私
に
と
っ
て
、
決
し
て
他
人
事

で
は
い
ら
れ
な
い
課
題
と
し
て

映
っ
た
。

進
路
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
自

分
が
ど
の
場
所
で
最
も
力
を
発
揮

し
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
の
か
と

い
う
「
適
材
適
所
」
の
視
点
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
。
東
京
で
活
動

す
る
道
に
は
今
も
強
く
惹
か
れ
て

い
る
。
一
方

で
、
東
京
で

得
た
学
び

を
、
医
療
資

源
の
限
ら
れ

た
地
域
、
そ

し
て
生
ま
れ

育
っ
た
地
元

に
還
元
す
る

こ
と
に
も
意

味
を
感
じ
て

い
る
。

十
勝
と
い

う
一
地
域
か

ら
日
本
の
地

域
医
療
に
ど

の
よ
う
に
向

き
合
え
る
の

か
。
地
元
を

知
る
視
点
と
、
東
京
で
得
た
学
び

を
ど
う
つ
な
げ
ら
れ
る
の
か
。
今

回
の
寄
稿
を
一
つ
の
契
機
と
し

て
、
そ
の
問
い
を
こ
れ
か
ら
も

考
え
続
け
て
い
き
た
い
。

最
後
に
、
自
身
の
進
路
と
地
域

医
療
に
つ
い
て
考
え
る
貴
重
な
機

会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
東
京
都
医

師
会
の
先
生
方
、
関
係
者
の
皆
様

に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

趣 味 の 散 歩

金運・当選に
ご利益ありと大人気

福徳神社

福徳神社 鳥居

日高山脈

詳しくは当組合ホームページをご覧ください
www.tokyo-ishikokuho.or.jp

特定健診を受けましょう！
～地域医療を支える皆様の健康が
 地域の元気を創ります～

東京都医師国民健康保険組合

☎03-3270-6434（業務課）

40歳～74歳の方へ受診券をお送りしています。
健康保持増進のため、是非受診してください。
健診費用は組合が全額負担します。
従業員や家族への自家健診も可能です。
※人間ドック等健診費用の助成申請との併用はできません。

医師国保からのお知らせ
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ふれあいポスト 各地区会報から

坂元 博板橋区医師会

　暑い夏の日、汗をぬぐいながら患者さんの足を診ていると、ふと

遠い記憶がよみがえることがあります。

　むくみや皮膚の色、爪のかたち、靴の跡──そんな小さな変化に

目を凝らしていると、子どもの頃、植物と向き合っていたあの夏の

日々が静かに重なってくるのです。

　我が家では、「夏休みの自由研究は植物採集」と決まっていました。

　虫取りに行きたかった私は、しぶしぶ家族と一緒に野山へ出かけ、

葉や草花を集めました（こっそり虫取りもしていましたが…）。

　図鑑を片手に名前を確かめながら、ビニール袋に入れて持ち帰る。

袋の中には、むせかえるような青臭さと、植物独特の香りが混ざり

合い、どこか懐かしいにおいが立ちこめていました。

　家に戻ると、新聞紙に挟んで押し葉にし、何日か重しをのせて乾

かします。

　仕上がった葉を台紙に並べ、採集日や場所を書き添えて標本にま

とめていく──それが我が家の「夏の決まりごと」でした。

　そしてその標本を祖父に見せると、祖父はいつも図鑑を開くこと

もなく、名前や特徴をさらりと教えてくれました。

　子ども心に「どうしてそんなことがわかるんだろう」と、驚きと不

思議な尊敬の気持ちを覚えたのを今でも覚えています。

祖父──初島住彦は、植物の研究を生涯続けた人でした。

　101歳で亡くなるまで、毎日のように植物の研究を続けていま

した。

「植物の世界は、知りたいことが山ほどある。死ぬまで研究を続け

たい」

そう語っていたことを後に知り、その言葉の通りの人生だったのだ

と、静かに胸を打たれました。

　祖父が80種以上の新種や新変種の記載に関わっていたことも、私

は大人になってから知りました。

　祖父の書斎には標本箱や手書きのメモが並び、静かに執筆する姿

が今も目に浮かびます。

　今の私は、在宅医療の現場で、足の診療を専門にしています。

　足は、その人の暮らしがもっとも正直に表れる場所です。

　皮膚の乾き方、装具の痕、爪の厚み──細かな違いの中に、その

人らしさと日々の積み重ねが現れます。

　最近では、爪の形や足の色調、指の並びや柔軟性から、歩き方の

癖や負担のかかる部位が自然と見えてくるようになってきました。

　構造や動きのわずかな違いが、全身の健康に影響することもあり、

その奥深さに日々驚かされます。

　祖父が植物を見つめ、分類し、名を与えていったように、私も足

の診療を通して、その人の声にならない声を拾い上げ、支える医療

を目指しています。

　こうして文章を書く機会をいただき、あの夏の植物のにおいと祖

父のまなざし、そして今の自分の診療が、一本の線でつながってい

たことに気づかされました。

　目立たなくても、静かに誰かに届く。

　そんな植物のような言葉を、これからも大切に紡いでいけたらと

思います。
� （『板橋区医師会通報』2025年夏号 No.523より抜粋）

足元に咲くものたち

ハツシマカンアオイ
（Asarum hatsushimae）

徳之島の林床にひっそり咲く多年
草。ハート形の葉と地味な花が特徴
です。

ハツシマラン
（Odontochilus hatusimanus 
� Ohwi et T.Koyama）

奄美や西表島の森に咲く、透明感の
あるランの仲間。祖父にちなんで名
づけられました。

植物紹介
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動物への対策も求められるSFTS
（重症熱性血小板減少症候群）

　

こ
の
タ
イ
ト
ル
の
曲
、「
パ
リ
の
空
の
下
」
は

chanson

と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
な
の
で
解
説

は
要
ら
な
い
と
は
思
う
が
、Edith Piaf, Juliette 

Gréco, Mireille Mathieu, Yves Montand

な
ど

の
大
御
所
が
カ
バ
ー
し
て
お
り
、
ど
の
よ
う
に
歌

い
上
げ
て
い
る
か
聞
き
比
べ
て
み
る
の
も
興
味

深
い
。

　

こ
のchanson

で
私
が
魅
か
れ
た
理
由
は
そ
の

paroles 

（lyrics

）
で
「
パ
リ
の
空
の
下
で
、
少
年

が
歌
を
作
り
、
恋
人
た
ち
が
歩
い
て
い
る
、
そ
し

て
哲
学
に
励
む
者
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
群
が
る

聴
衆
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
前
の
も
め
事
と
か
あ

る
け
れ
ど
セ
ー
ヌ
川
は
ゆ
っ
く
り
流
れ
、
サ
ン
＝

ル
イ
島
は
多
く
の
人
が
集
い
、
そ
の
営
み
を
天
が

見
て
お
り
時
々
雷
を
落
と
し
た
り
す
る
、
で
も
最

後
は
虹
の
門
を
架
け
て
く
れ
る
」
と
、ど
こ
か
「
最

後
は
お
天
道
様
が
見
て
い
る
」
と
日
本
人
の
考
え

を
彷
彿
さ
せ
る
と
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

お
天
道
様
が
見
て
い
る
の
は
「
東
京
の
空
の
下
」

も
同
じ
で
、
お
天
道
様
や
お
釈
迦
様
は
必
ず
見
て

い
る
と
、
こ
の
年
に
な
り
本
気
で
思
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
正
直
に
生
き
る
こ
と
、
こ
れ
は
患
者
さ

ん
に
対
し
て
、
請
求
業
務
に
対
し
て
な
ど
数
々
の

こ
と
が
頭
を
よ
ぎ
る
。
人
間
で
あ
る
以
上
、
欲
や

良
心
に
背
く
よ
う
な
こ
と
、
つ
ま
り
は
「
ダ
ー
ク

サ
イ
ド
に
魅
せ
ら
れ
る
自
分
が
一
方
で
い
る
」
こ

と
を
正
直
に
告
解
し
、
弱
さ
を
恥
じ
る
こ
と
こ
そ

人
間
と
し
て
正
直
に
生
き
る
道
で
は
な
い
か
、
と

確
信
に
近
い
考
え
が
頭
を
よ
ぎ
る
の
で
あ
る
。

　

何
か
迷
い
が
出
た
時
「
人
間
だ
か
ら
そ
れ
は
当

然
」
と
素
直
に
認
め
、
建
前
で
否
定
す
る
の
で
は

な
く
、
誤
り
を
修
正
す
る
こ
と
で
、
閻
魔
様
に
舌

を
抜
か
れ
ず
に
済
む
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を

忘
れ
か
け
た
時
、
こ
のchanson

を
思
い
だ
し
て

聞
こ
う
と
思
う
。

�

（
山
本  

純
）

無 声 拝 聴 Sous le ciel de Paris
（パリの空の下）

東
京
都
医
師
会

感
染
症
予
防
検
討
委
員
会

（

）

感
染
症
豆
知
識

　SFTS（重症熱性血小板減少症候群；Severe fever with thrombocytopenia 
syndrome）は、主にマダニが媒介する新興ウイルス感染症で、近年は動
物から人への感染経路にも注目が集まっている。これまで西日本を中
心に発生していたが、2025年には関東や北海道でも感染例が報告され、
国内での拡大が懸念されている。患者発生の約9割はマダニ活動期の4
〜10月に集中し、日本での致命率は約27％と高い。全患者の約90％が
60歳以上、亡くなった患者の多くは50歳以上で、高齢者は重症化しや
すい。
　SFTSウイルスに対する感受性は動物種によって大きく異なり、多く
の哺乳動物は不顕性感染であるがネコ科動物は非常に感受性が高く、
重症化しやすい。SFTSウイルスは自然界ではフタトゲチマダニ等が宿
主で、マダニ間での垂直感染や野生動物を介した水平感染で維持され
ている。西日本でのシカやイノシシの抗体陽性率は50％を超えるもの
もある。野生動物には数百匹のマダニが寄生し、抗体陽性動物に寄生
しているマダニ間でも水平感染する。一方で、国内の野良猫や地域猫
におけるSFTSウイルスの抗体陽性率は、地域による差はあるものの概
ね数％以下で、比較的低い。これは感染した猫は高い確率で死亡して
しまうためと考えられる。
　猫の致死率は約60％で、発症している猫の血液や体液には多量のウ
イルスが含まれるため、咬まれたり濃厚接触したりすることで人へ感
染し、死亡した事例も報告されている。犬の多くは不顕性感染だが、
発症すると致死率は約40％と高く、犬から人への感染例も確認されて
いる。
　SFTSは感染症法では四類感染症として全数把握の対象となっている
が、現在のところ動物についての届出義務はない。SFTSを発症した犬
や猫から人への感染リスクが高いことから、タイムリーなリスク評価
や啓発のためにも、犬猫のSFTSを、感染症法に基づく獣医師届出の対
象感染症として指定することが望まれる。� （文責：芳賀 猛）

都医HP・Eメール
■ ホームページアドレス� https://www.tokyo.med.or.jp
■ Eメールアドレス� jimu@tokyo.med.or.jp
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女
と
男
の
更
年
期
障
害

日本医師会生涯教育講座
日 時　令和8年8月6日（木）午後２時〜５時

事前申込制とさせていただきます

【申込方法】研修申込システムにて申込

【定　　員】200名
【申込締切】令和8年8月5日（水）

【問い合わせ先】
東京都医師会 広報学術課
TEL：03-3294-8821（代表）
※詳細は都医ホームページを
　ご確認ください

更
年
期
女
性
の

�

漢
方
治
療
に
つ
い
て
木
村
容
子 

先
生

更
年
期
女
性
は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
が

減
少
す
る
こ
と
で
、
ホ
ッ
ト
フ
ラ
ッ

シ
ュ
、
動
悸
、
め
ま
い
、
不
眠
、
イ
ラ

イ
ラ
な
ど
の
症
状
が
出
現
す
る
が
、
症

状
は
多
彩
で
か
つ
程
度
に
も
個
人
差
が

あ
る
。
漢
方
医
学
で
は
、
生
命
活
動
を

営
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
「
気
」、
血

液
を
意
味
す
る
「
血
」
お
よ
び
リ
ン
パ

液
や
汗
な
ど
の
血
液
以
外
の
体
液
を
あ

ら
わ
す
「
水
」
が
、
カ
ラ
ダ
の
中
を
滞

り
な
く
巡
っ
て
い
る
状
態
を
「
健
康
」

と
捉
え
る
。
気
血
水
の
巡
り
が
悪
く

な
っ
た
り
、
過
不
足
が
生
じ
る
と
何
ら

か
の
不
調
が
起
こ
る
と
考
え
る
。

更
年
期
の
症
状
に
関
し
て
は
、
月
経

と
関
係
の
あ
る
「
血
」
の
異
常
が
起
こ

り
や
す
く
、「
気
」
が
う
ま
く
巡
ら
な

い
こ
と
で
イ
ラ
イ
ラ
や
抑
う
つ
傾
向
と

な
り
、「
水
」
の
巡
り
が
滞
る
と
め
ま

い
や
頭
痛
な
ど
が
生
じ
る
。
各
自
の
症

状
や
体
質
に
合
わ
せ
た
更
年
期
症
状
の

漢
方
治
療
に
つ
い
て
、
症
例
を
提
示
し

て
解
説
す
る
。

男
性
更
年
期
：
加
齢
男
性
医
療
の

�

実
践
的
ア
プ
ロ
ー
チ

井
手
久
満 

先
生

本
講
演
で
は
、
男
性
更
年
期
障
害
、

す
な
わ
ち
加
齢
男
性
性
腺
機
能
低
下
症

（
Ｌ
Ｏ
Ｈ
症
候
群
）
の
病
態
・
診
断
と
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
ー
ズ
ム
へ
の
影
響
を
説

明
す
る
。
併
せ
て
、
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン

補
充
療
法
（
Ｔ
Ｒ
Ｔ
）
を
軸
と
す
る
実

践
的
治
療
戦
略
を
提
示
し
、
デ
ジ
タ
ル

ヘ
ル
ス
を
統
合
し
た
個
別
化
医
療
に
よ

る
Ｑ
Ｏ
Ｌ
お
よ
び
労
働
生
産
性
向
上
を

目
指
し
て
次
世
代
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
ケ
ア

の
実
装
可
能
性
を
述
べ
る
。
ま
た
、
食

事
・
生
活
習
慣
介
入
に
よ
る
ホ
ル
モ
ン

最
適
化
の
意
義
に
も
触
れ
、
予
防
か
ら

治
療
ま
で
を
一
貫
し
て
支
え
る
包
括
的

ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
示
す
る
。

男
性
の
健
康
課
題
を
個
人
の
問
題
に

と
ど
め
ず
、
企
業
・
社
会
の
持
続
可
能

性
に
関
わ
る
主
題
と
し
て
見
直
し
て
、

臨
床
と
産
業
保
健
を
架
橋
す
る
実
践
知

の
共
有
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
た
い
。

日本医師会生涯教育制度 合計 2 単位

カリキュラムコード　83、0

オンライン（Webex）のみで開催します
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令和7年6月に葛飾区医師会長に就任いたしました三尾 仁です。
私はいわゆる開業医2世で、母が開業した三尾医院を継承する形
で、葛飾区で診療を始めました。医局は聖マリアンナ医科大学の
小児科で、専門領域は小児腎臓病です。医局時代は院生であった
ため、大学の附属病院をいくつかローテートする形で、新生児領
域から成人期に至る手前の子ども達の診療を行っておりました。

葛飾区医師会には、医師になった時に母に勧められて入会いた
しましたが、実際に医師会活動に従事したのは、大学を辞して自
院に帰って来てからです。そのような中で自宅での診療を開始し
た直後に阪神・淡路大震災があり、東京都も災害対応の訓練を開
始することとなり、葛飾区医師会の中にも災害対策委員会が立ち
上げられ、委員として医師会に関わるようになりました。その後、
青井会長の2期目の人事で、理事に就任することになりました。当
初私は危機管理担当になると思っておりましたが、私に与えられ
た役職は、公衆衛生担当でした。公衆衛生学は学生時代サボりに
サボりまくった領域で、特に苦手な領域でした。当時は、翌年に
特定健診の導入を控えており、この導入に向けた作業に従事する
ことが、私と医師会との縁の始まりで、それ以来20年近く働かせ
ていただきました。またこの期間も、災害対策の委員として関わ
らせていただきました。

このような立場で、私は葛飾区との公衆衛生分野と危機管理の
交渉の先頭に立って活動し、新型インフルエンザ・東日本大震災・
新型コロナウイルス感染症等、大きな危機管理にも対応してまい
りました。これらの大きな問題を乗り越えてこられたのは、葛飾

区医師会員の先生方のご支援と行政の職員の力があったからだと
考えております。現在葛飾区医師会では、災害対応の大筋がまと
まり、具体的な災害対応のマニュアルがほぼ完成しました。今は、
災害時地区医師会として、どのように動くか、またその統制はど
のように行うかを、詳細にわたり検討しているところです。その中
で現在、会員の先生方の安否確認と災害対応への協力を依頼する
ツールとして、区と共同で安否確認ツールの普及に努めており、
このツールを通じて、個別の会員の先生方の災害時対応の仕方を
指示できる体制整備を行っております。また現代は医療のDX化
が進んでおりますが、この傾向は必要なこととはいえ、実際には
この流れに乗り切れない会員もいらっしゃいます。世代交代が進
む中で、今後のDX化の進展に対して医師会がどの程度支援でき
るかは検討すべき課題かと考えております。

私が考える医師会活動の活性化は、平時における会員相互の顔
の見える関係を構築することが重要で、さまざまな新しいツール
の活用・これまでの医師会員のコミュニケーション（飲みニケーショ
ン？）・それぞれの分野の医会活動等を通じて行うべきであり、発
展させることが地域医療の活性化につながると考えております。

今は自己中の極みの大統領により世界が掻き乱されている危機
状態です。このような危機に遭っても、医療が存続できる強固な
対応が求められておりますが、日本の経済状況とのバランスにお
いてその舵取りは極めて難しい状態です。地区医師会の苦境が上
部医師会に反映され、より良い日本の医療環境が達成されること
を願っております。

地区医師会長からの一言
東京都医師会員の
みなさまへのご挨拶
葛飾区医師会長　三尾 仁

医師と医師会を結ぶ 情報紙 都医 EWS
ニュース
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